
令和２年度 第４回 新道区地域協議会 

次 第 
 

                    日時：令和 2年 9月 1日(火) 午後 5時 45 分 ～ 

                    会場：新道地区公民館 多目的ホール 
 

                                   延べ 1時間 50 分 
 

１ 開  会                                   
 

                                      【 2 分】 

 
 

 

２ 議  題                                   
 

 ⑴ 協議事項 

  ① 地域活動支援事業（追加募集）のヒアリング 

   1) 提案状況と進め方の説明                       【 5 分】 

 

 

   2) 課題の共有と質問の事前整理（班別審議）               【20 分】 

 

 

   3) 課題の共有と質問の事前整理（全体審議）               【20 分】 

 

 

   4) ヒアリング                             【20 分】 

    ➢ 1 団体当たり、概要説明(4分)＋質疑応答(6分)でヒアリングを行う。 
 

     (留意事項) 

     ・ヒアリングは、委員の意見を提案者に伝える場ではありません。 

     ・委員各自の質問は、事前整理の内容に拘束されるものではありません。 

 

 

  ② 今後の自主的審議について 

   1) 地域協議会の役割について                      【10 分】 

 

 

   2) 新道区の概要について                        【20 分】 

 

 

 ⑵ その他 

 

３ そ の 他                                   
 

 ⑴ 次回開催日の確認等                           【 5分】 

   ➢ 日時： 月 日（ ）午後６時３０分から 

   ➢ 開場：新道地区公民館 多目的ホール 

   ➢ 内容：・地域活動支援事業（追加募集）の審査・採択すべき事業の決定 

        ・新道区における自主的審議についての意見交換 
 

 ⑵ その他 

 

 

４ 閉  会                                   



 

１ 国勢調査の結果 

⑴ 新道区の人口及び世帯数 

 H12 H17 H22 H27 

人口（人） 8,572 9,011 9,684 9,993 

世帯数（世帯） 3,033 3,318 3,811 3,996 

 ・H27 国勢調査における上越市の人口は 196,987 人、世帯数は 71,015 世帯であり、市全

体に占める新道区の人口は 5.1％、世帯数は 5.6％となっています。 

 ・新道区の人口は、H12 年と比較して 16.6％増加しており、毎年概ね 95 人ずつ増加して

いる計算になります。（なお、市人口の H12 年との比較は 7.0％の減少） 

 ・H12年の国勢調査の人口を基準とした推移及び他区との比較は右のグラフのとおりです。 

 

⑵ 年齢別人口 

 H17 H27 H27-H17 

人口(人) 構成比(％) 人口(人) 構成比(％) 人口(人) 

0～14 歳 1,353 15.0 1,314 13.1 ▲ 39 

15～64 歳 5,923 65.7 6,133 61.4 210 

65 歳～ 1,593 17.7 2,454 24.6 861 

不明 142 1.6 92 0.9 ▲ 50 

合計 9,011 100.0 9,993 100.0 982 

 ・H27 国勢調査における上越市の年齢別人口の構成比は、次のとおりです。 

   0～14 歳：12.8％  15～64 歳：57.1％  65 歳～：30.1％ 

 

⑶ 世帯構成の推移 

 H17 H27 H27-H17 

世帯数（世帯） 構成比(％) 世帯数（世帯） 構成比(％) 世帯数（世帯） 

単独世帯 966 30.4 1,532 38.4 566 

夫婦のみ 481 15.1 642 16.1 161 

ひとり親と子ども 206 6.5 270 6.8 64 

夫婦と子ども 835 26.3 930 23.3 95 

3 世代世帯 542 17.0 449 11.3 ▲ 93 

その他 149 4.7 162 4.1 13 

合計 3,179 100.0 3,985 100.0 806 

 ・寮・病院・施設等の世帯を除いているため、総世帯数より若干少なくなっています 

 ・H27 国勢調査における上越市の世帯構成の構成比は、次のとおりです。 

   単独世帯：26％  夫婦のみ：20％  ひとり親と子ども：9％ 

   夫婦と子ども：24％  3 世代世帯：15％  その他：6％ 

新 道 区 に 関 す る デ ー タ 



（参 考）人口推移のグラフ 
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資料１ 



２ 区内の主な公の施設 

 

 ◆ 小学校 

  ・ 富岡小学校 

    ［所在地：富岡、建築(改築)年：S51、運営形態：市直営］ 

     R2 年 5 月 1 日現在の児童数：97 人 

  ・ 稲田小学校 

    ［所在地：稲田 1、建築(改築)年：S57、運営形態：市直営］ 

     R2 年 5 月 1 日現在の児童数：382 人 

 

 ◆ 保育園 

  ・ 稲田保育園 

    ［所在地：稲田 1、建築(改築)年：S58、運営形態：市直営］ 

     R2 年 5 月 1 日現在の園児数：58 人（うち未満児 23 人、定員 60 人） 

  ・ 子安保育園 

    ［所在地：鴨島、建築(改築)年：S53、運営形態：市直営］ 

     R2 年 5 月 1 日現在の園児数：73 人（うち未満児 29 人、定員 86 人） 

  ・ 富岡保育園 

    ［所在地：富岡、建築(改築)年：S58、運営形態：市直営］ 

     R2 年 5 月 1 日現在の園児数：54 人（うち未満児 24 人、定員 76 人） 

 

 ◆ 児童館 

  ・ 富岡児童館 

    ［所在地：富岡、建築(改築)年：S40、運営形態：市直営］ 

 

 ◆ スポーツ施設 

  ・ 中部ゲートボールハウス 

    ［所在地：富岡、建築(改築)年：H3、運営形態：業務委託］ 

  ・ 少年野球場 

    ［所在地：富岡、建築(改築)年：H3、運営形態：指定管理］ 

 

 ◆ 観光施設 

  ・ 上越観光物産センター 

    ［所在地：藤野新田、建築(改築)年：H5、運営形態:業務委託］ 

 

 ◆ 市営住宅 

  ・ 市営住宅子安住宅 1棟/2 棟 

    ［所在地：子安、建築(改築)年：H15/H16、運営形態：－］ 

 

 



 

 

 ◆ 農村公園 

  ・ あじさい公園 

    ［所在地：寺、建築(改築)年：S55、運営形態：市直営］ 

 

 ◆ 地区集会施設・公民館 

  ・ 新道地区多目的研修センター/新道地区公民館 

    ［所在地：寺、建築(改築)年：S56、運営形態：市直営］ 

 

 ◆ 貸館・交流施設 

  ・ 農業研修センター芙蓉荘 

    ［所在地：富岡、建築(改築)年：S54、運営形態：市直営］ 

 

 ◆ 無料駐車場 

  ・ 富岡パークアンドバスライド 

    ［所在地：富岡、建築(改築)年：H11、運営形態：市直営］ 



新道区地域協議会 活動報告（平成28年度～令和元年度）

３ その他の活動内容

H28 H29 H30 R1

配分額 7,000千円 7,100千円 7,100千円 7,100千円

提案件数 13件 16件 11件 9件

提案額 11,010千円 9,931千円 7,558千円 9,424千円

採択額 7,000千円 7,100千円 6,959千円 3,724千円

1 地域活動支援事業 ２ 自主的審議事項

※H29は追加募集を実施

審査結果

資料２

管内視察 (採択事業の実施状況等調査)

(審議テーマ) 公の施設の老朽化と今後の整備

公の施設の老朽化が著しく、利用に適した環境が確保されていない

おそれがあることから、地域が真に必要とする施設について協議した。

取組成果

【地域協議会の結論】

課題解決のためには、両施設の機能を集約した

地域の拠点となる新たな施設の整備が必要

○新道地区町内会長との意見交換会（H29.2）

新道地区の課題や実情、今後のまちづくりについて意見交換を

実施した。

地域との意見交換会

平成26年度から平成29年度における採択・不採択事業のうち9つの事業実施

（予定）箇所を抽出し、事業の実施状況等を確認した。（H29.11）

●視察先一覧

提案年度 事業名

H26 元気になる「あずまや」建立事業

稲田橋公園花壇周辺の美化事業

子供から老人（3世代）を含め全ての人との交流事業

地域の英才、飯塚哲郎の記念碑、説明看板設置事業

H27 「あずまや」建立により世代を超えた町内融和を図る事業

H28 お諏訪さんの大ケヤキと周辺環境整備事業

H29

(不採択事業)
神楽舞で地域住民のにぎわい復活事業

とよば町内の宮ノ台公園の環境整備・交流促進事業

とよば神明社大ケヤキ保存事業

●公の施設利用に関する意見交換会（R1.11）

施設利用団体や新道地区町内会長と、新道区に求められる公の

施設の在り方について意見交換を実施した。

●公の施設の主な課題

農業研修
センター
芙蓉荘

・バリアフリーではない
・空調設備が古く、冷暖房が効かない
・壁紙や畳など施設設備の著しい劣化

新道地区多目的
研修センター
(新道地区公民館)

・バリアフリーではない
・駐車場が狭い

上記の結論をもとに、市に「地域が必要とする公の施設に関する

意見書」を提出した。（R2.2.12）


